様式第７号の２（第６条の３の３関係）

その１
	点　　検　　項　　目
	点　検　結　果
	状況及び措置内容

	
	判　定
	不　備　内　容
	

	火を使用する設備・器具等
	炉
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	厨房設備
	周囲の可燃性の物品等の状況
	□　適
	
	

	
	
	
	□　否
	
	

	
	
	天EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(がい),蓋)その他グリス除去装置等の清掃状況等
	□　適
	
	

	
	
	
	□　否
	
	

	
	
	フライヤー等の自動停止装置等
	□　適
	
	

	
	
	
	□　否
	
	

	
	
	上記以外の位置及び管理
	□　適
	
	

	
	
	
	□　否
	
	

	
	ボイラー
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	ストーブ
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	壁付暖炉
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	温風暖房機
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	ヒートポンプ冷暖房機
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	乾燥設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	サウナ設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	簡易湯沸設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	給湯湯沸設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	燃料電池発電設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	ふろがま
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	火花を生ずる設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	放電加工機
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	変電設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	内燃機関を原動力とする発電設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	蓄電池設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	ネオン管灯設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	舞台装置等の電気設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	避雷設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	水素ガスを充てんする設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	液体燃料を使用する器具
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	固体燃料を使用する器具
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	気体燃料を使用する器具
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	電気を熱源とする器具
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	


	点　検　項　目
	適用される火を使用
する設備・器具等
	点　検　結　果
	状況及び措置内容

	
	
	判　定
	不　備　内　容
	

	設備・器具等
火を使用する
	条例第22条の２適用
	
	□　適
	
	

	
	
	
	□　否
	
	


備考　１　判定の欄は、適正な場合は適の□にレ点を記入し、不備のある場合は否の□にレ点を記入するとともに、不備内容
の欄にその内容を記入すること。
２　状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した内容を記入すること。
３　該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記入すること。

その２
	点　　検　　項　　目
	点　検　結　果
	状況及び措置内容

	
	判　定
	不　備　内　容
	

	火の使用の制限等
	喫煙等
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	がん具用煙火
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	化学実験等
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	溶接作業等
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	


	点　　検　　項　　目
	点　検　結　果
	状況及び措置内容

	
	判　定
	不　備　内　容
	

	少量危険物等
	指定数量未満の危険物の貯蔵及び取扱い
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	指定可燃物の貯蔵及び取扱い
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	少量危険物貯蔵取扱所の位置、構造及び設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	指定可燃物貯蔵取扱所の位置、構造及び設備
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	

	
	指定可燃物の保安計画の作成等
	□　適
	
	

	
	
	□　否
	
	


	点　検　項　目
	適用される
少量危険物等
	点　検　結　果
	状況及び措置内容

	
	
	判　定
	不　備　内　容
	

	少量危険物等
	条例第34条の４

の適用
	
	□　適
	
	

	
	
	
	□　否
	
	


備考　１　判定の欄は、適正な場合は適の□にレ点を記入し、不備のある場合は否の□にレ点を記入するとともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。
２　状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した内容を記入すること。
３　該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記入すること。
その３
	点　　検　　項　　目
	法第17条

の２の５第1

項の適用
	法第17条

の３第１
項の適用
	点　検　結　果
	状況及び措置内容

	
	
	
	判定
	不　備　内　容
	

	消　　防　　用　　設　　備　　等
	消火器具
	―
	―
	□適
	
	

	
	
	
	
	□否
	
	

	
	大型消火器
	―
	―
	□適
	
	

	
	
	
	
	□否
	
	

	
	屋内消火栓設備
	□有
	□有
	□適
	
	

	
	
	□無
	□無
	□否
	
	

	
	スプリンクラー設備
	□有
	□有
	□適
	
	

	
	
	□無
	□無
	□否
	
	

	
	水噴霧消火設備等
	□有
	□有
	□適
	
	

	
	
	□無
	□無
	□否
	
	

	
	動力消防ポンプ設備
	□有
	□有
	□適
	
	

	
	
	□無
	□無
	□否
	
	

	
	自動火災報知設備
	□有
	□有
	□適
	
	

	
	
	□無
	□無
	□否
	
	

	
	非常警報設備
	―
	―
	□適
	
	

	
	
	
	
	□否
	
	

	
	避難器具
	―
	―
	□適
	
	

	
	
	
	
	□否
	
	

	
	誘導灯・誘導標識
	―
	―
	□適
	
	

	
	
	
	
	□否
	
	

	
	排煙設備
	□有
	□有
	□適
	
	

	
	
	□無
	□無
	□否
	
	

	
	連結送水管
	□有
	□有
	□適
	
	

	
	
	□無
	□無
	□否
	
	

	
	非常コンセント設備
	□有
	□有
	□適
	
	

	
	
	□無
	□無
	□否
	
	

	
	無線通信補助設備
	□有
	□有
	□適
	
	

	
	
	□無
	□無
	□否
	
	


	点　検　項　目
	適用される
消防用設備等
	点　検　結　果
	状況及び措置内容

	
	
	判定
	不　備　内　容
	

	消防用設備等
	条例第47条の適用
	
	□適
	
	

	
	
	
	□否
	
	


備考　１　判定の欄は、適正な場合は適の□にレ点を記入し、不備のある場合は否の□にレ点を記入するとともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。
２　状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した内容を記入すること。
３　該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記入すること。[image: image1.png]



（日本工業規格Ａ列４番）
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